
平成2１年

４月１８日（土） スタート！ 第七期　京の文化と風俗

※　第七期京都学講座はしずおか県民カレッジに登録されています。

日時
平成２１年４月１８日
　～平成２１年９月１９日迄
月一回第三土曜日（８月は第一土曜日）
１２：４５開場１３：１５開始
場所
サールナートホール２階研修室
講師
花園大学教授・准教授
花園大学歴史博物館研究員
受講料
全６回　７,０００円
全５回　６,０００円（５／１６から全５回。）
※一回受講（１,５００円）可。予約可。

　　舞妓・芸妓に人気の集まる京都の花街の魅力を語る。

４月１８日（土）

５月１６日（土）     「壬生と新選組」　　　　　　　　　　　　   花園大学日本史学科准教授　松田隆行

６月２０日（土）　

７月１８日（土）　 「祇園八坂神社のおけら詣」　  

８月１日（土）　　 「京都の花街」                                                               花園大学副学長・教授　芳井敬郎

　　端正で、優美な阿弥陀如来へのかくれた信仰をさぐる。

　　京都の中心にある梅忠町の詳細を明らかにする。

　   大晦日に、神社から火を持ち帰るこの行事の意味を明らかにする。
花園大学歴史博物館研究員　青江智洋

「東山永観堂の『みかえり阿弥陀』その信仰」                花園大学CDC准教授　師 茂樹

「江戸期中京の町をさぐる」                         花園大学文化遺産学科准教授　明珍健二

９月１９日（土）　「妙心寺の寺宝」                                      　　　 花園大学文化遺産学科教授　福島恒徳

　　幕末期、京都を喧噪させた新撰組の活躍を見る。

　　秘蔵されている絵画を主にして、禅美術の本質を語る。

第七期目のこの講座では、
魅力の多い京都に見られる特徴を持つ事柄に焦点をあてる。
まず、文化を保持してきた町中の様子を明らかにした上で、

今回は行事・美術・宗教・遊興等を取り上げる。


